
Ｈ３０年度パウダー協海外視察研修にて訪問します。

　塗装焼付・粉体塗料の溶融・樹脂重合のための
   

触媒輻射パネル

          総代理店

　ダイニッカ株式会社

　1953年に産業機器を専門に設立されたSUNKISSは、一般塗料や粉体塗料の焼付、乾燥、重合などに用いられる。
　SUNKISS THERMOREACTORと呼ばれる炉の製造およびターンキー方式による設置まで行う製造メーカーです。
　高い技術力によって、フランスはもとより、ヨーロッパ、北米においても各種産業でその発展のお手伝いをして
　います。
　SUNKISSはエンジニアリング、各種テスト、設計、製作、自動制御、組立て、立ち上げ時の指導、アフターサービスを
　一貫して行っています。大から小までブースの製作を行い、単体の据付から全システムの設置を行っています。
　またコンベア一方式による塗装ラインをターンキー方式で施行することにも実績があります。
　SUNKISSはお客様のよきパートナーとして手動、自動にかかわらず塗装システムの高度な技術の実現のお手伝い
　をさせていただきます。
　日本ではダイニッカ㈱が1994年に1号機を入れて以来国内総代理店として実績を積み重ねて参りました。
【サンキスパネルの裏側』

　SUNKISS THERMOREACTORはガス（天然ガス・プロパンガス）を使用し、触媒反応によって赤外線を放出し、
　且つ熱風対流を発生する、触媒酸化対応パネルユニットです。

  ◆塗膜の均一化、光沢が優れている。

  ◆低いパネル酸化反応温度（300～800℃）

  ◆パネル表面から発生放出される、赤外線波長域の広さ（2～8ミクロン）

  ◆有機物（塗料）の呼吸スペクトルと一致する、赤外線波長を発生する。

  ◆フレームレス酸化反応による安全性（間接加熱）

  ◆可燃性揮発物の存在する場所（炉内）における、絶対的な安全性

  ◆乾燥時間の時間短縮

  ◆乾燥炉の長さ短縮（省スペース）

　◆赤外線放射スペクトルの範囲は２－８μで、この領域は塗料の吸収波長域に相当します。この波長の一致により、優れたエ
ネ

　◆制御性がフレキシブルで極めて細かな調整も可能です。

　◆SUNKISS THERMOREACTORはフレームレスの酸化反応を利用しており、有機溶剤を分解する作用があるため、安全性に優
れ

  ◆塗布剤の厚み全体に作用、その中心部からの昇温

  ◆分子結合の振動増幅によっての急速な昇温

  ◆熱風対流も発生する輻射ユニット

  ◆熱エネルギーの優れた伝達性

  ◆国外・国内の数多い納入実績

　◆温度がさほど高くないため窒素酸化物の発生を抑えることができます。

　◆ホットエアを二次空気として用いるため赤外線輻射に加えて強制対流による伝熱も利用できる。

　◆SUNKISS THERMOREACTORの表面積および輻射領域を考慮することで、優れた温度分布が得られます。

　　ルギー伝達効率が得られます。

　　た装置で、塗装システムでご利用いただくことができます。

　◆熱効率が優れています。



28



29

パウダーコーティング	 ISSN	1346-6739
2018 年 4月 20日　Vol.18	No.2

発行所：	日本パウダーコーティング協同組合（JAPCA）
	 東京都港区芝 5-31-16　YCCビル９F
	 TEL:	03-3451-8555　FAX:	03-3451-9155
	 URL:	http://www.powder-coating.or.jp
制　作：	パウダーコーティング誌	制作部

©2018　日本パウダーコーティング協同組合
本誌に記載されたすべての記事内容について、日本パウ
ダーコーティング協同組合の許可なく転載・複写するこ
とを禁じる。

表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「春爛漫の里」
　山梨県の北杜市は桜と残雪の甲斐駒ヶ岳など南アル
プスを背景にした景色が楽しめます。このときも青空
の下、農家の畑に咲く一本桜と水仙、桃の花も満開で、
春の息吹を満喫しながらシャッターを切りました。



付 録

１． 平成２９年１１月２日に厚生労働省による酸化チタンに関するヒヤリングを受けた時に日

本工業塗装協同組合連合会（工塗連）と当組合にて使用した資料を添付いたします。

(塗装ブースの説明では粉体塗装のビデオを使用して当日は説明)

２． 粉状物質の有害性情報の伝達による健康障害防止の為の取組みについて

  （厚生労働省労働基準局安全衛生部長発 平成２９年１０月２４日付、当組合は平成３０

年１月１５日付）

表示・通知義務の対象とならない物質であっても、『粉状物質の有害性情報の伝達に

よる健康障害防止の為の取組み』が定められたので周知徹底を図り粉状物質による

健康障害の防止推進を--とあります。

本文記載事項に関して

１． 酸化チタン（Ⅳ）の健康障害防止措置検討に関する経過報告に関しまして下記資料を元に

作成致しました。

① 厚生労働省よりの公表資料（関与する説明会等含む）

② 日本酸化チタン工業会資料

③ 一社）日本塗料工業会資料

④ 日本工業塗装協同組合連合会＋日本パウダーコーティング協同組合協同資料

酸化チタンに関する厚生労働省よりの公表資料

酸化チタン（IV）に係る健康障害防止措置の検討について

① 平成２９年度第２回化学物質の健康障害防止措置に係る検討会

    （パウダー協＋工塗連 及び 日塗工）  平成２９年１１月２日）

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000194476.html

② 平成２９年度第 1回化学物質の健康障害防止措置に係る検討会

    （酸化チタン工業会+印刷インキ工業連合会） 平成２９年１０月２０日       

   http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000190070.html

  平成３０年３月１２日に行われた第５回（日本酸化チタン工業会）は議事録現時点未公表

  平成 29年度化学物質による労働者の健康障害防止措置に係る検討会の確認アドレス

   http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-roudou.html?tid=485577
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